
 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  KA1 

科目ｺｰﾄﾞ 304010 

科  名 ファッション高度専門士科 1年 

科目名 服飾手芸Ⅰ 

単  位   単位 １ 

授業期間 半期（ 前期 ） 
 

担当教員(代表)：白戸 薫 共同担当者：齊藤 美子 

 
 

概要 

服飾手芸全般における基礎知識を学び、それぞれの技術を基にして服飾造形及び服飾小物などに応用発展できるようにす

る。また、素材・テクニック・造形・色の組み合わせのバランス感覚を習得し、クリエイティブかつオリジナルな創作力を

身につけることを目標とする 
  

【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、他科目との関連性、使用パソコ

ンソフト名・ボディ種類、見学先 

 

１. 手芸一般知識(0.5) 

  手芸の変遷や技術の種類などを理解させる 

 

２．レース表現 マクラメレース 基礎作品 1点制作（2） 

結び表現のみで効果を出すマクラメレースの基礎テクニックを理解し、応用発展できるようにする 

 

３．レリーフ・ライク表現 ラティススモッキング 基礎刺し製作１点（1） 

  布の縫い縮め方によって新しい表面効果を表現するテクニックを習得させる 

 

４．装飾造形表現（平面） ブローチ製作 作品 1 点制作（2.5） 

   キャンバスワークの技法を用い、くるみボタンの要領でブローチを製作するテクニックを習得させる 

 

５．.装飾造形表現（立体） コサージュ制作 作品 1 点制作（2.5） 

  様々な技法での布を生かしたコサージュの制作、各自制作した服に合うコサージュ作りのテクニックを習得させる  

 

６．加飾美表現 エンブロイダリー・各種装飾技法  オリジナルバック制作（6.5） 

様々な手芸テクニックを用いてデザイン発想から色、素材の扱い方などを習得しオリジナルの装飾表現方法を 

理解、習得させる 

 
 
評価方法・対象・比重 

Ｓ～Ｃ・Ｆ評価  

評価基準：学業評価８０％  授業姿勢２０% 

 
 
主要教材図書                   
教科書：文化ファッション大系 服飾関連専門講座⑧手芸 文化服装学院編 文化出版局 

参考図書  

その他資料  
 
授業の特徴と担当教員紹介 
ニット企業でのニットデザイナーを経て、フリーでハンディクラフトを生かした作品制作（キッズニット・編みぐるみ・バ
ッグ・ニット帽など小物からインテリアグッズまで）・雑誌等の活動経験をもとに、服飾手芸全般における基礎知識を学
び、それぞれの技術を基にして服飾造形及び服飾小物などに応用発展できるようにする。また、素材・テクニック・造形・
色の組み合わせのバランス感覚を習得し、クリエイティブかつオリジナルな創作力を身につけることを目標とする。 

  

記載者氏名 白戸 薫 
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科ｺｰﾄﾞ   

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッション高度専門士科２年 

科目名 コンピューターグラフィックⅡ 

単  位           2単位 

授業期間 通期（27コマ） 
 
担当教員(代表)：中村 浩 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

グラフィック系ソフトの基本操作技術をレベルアップさせ、アパレルデザインや各種プロモーションツールの制作等、実戦に活かせるスキ

ルを身につける。全 27 回 

 

【授業計画】PC を使ったグラフィックデータの作成 Adobe Photoshop illustrator  全 27 回 

テーマ 方法 コマ数 

Photoshop 基本操作復習（Photoshop コラージュ） 演習 4 

Photoshop 応用（パターン・モックアップ制作等） 演習 2 

illustrator 基本操作（文字・画像配置） 演習 2 

デザイン編集演習 演習 3 

illustrator 基本操作（ペンツール） 演習 2 

製品図制作 1 演習 4 

製品図制作 2（ブレンド・パターン） 演習 5 

製品図制作 3（課題制作） 演習 5 

   

   

   

   

   

   

 
【評価方法】  

S～C・F評価 出席・提出物７０%  授業姿勢３０％ 
 
主要教材図書    なし               

参考図書 なし 

その他資料 筆記用具 USB フラッシュメモリ 
 

 

記載者氏名 中村 浩 
 

授業の特徴と担当教員紹介    
武蔵野美術大学卒 百貨店販促宣伝部を経て主にグラフィックデザイン、WEB デザインを中心に活動   
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科ｺｰﾄﾞ  KA2 
科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッション高度専門士科２年 

科目名 帽子 

単  位   １単位 

授業期間     後期（B週） 
 
担当教員(代表)：窪田 恵美子 共同担当者：  

 
 
概要（教育目標・レベル設定） 

・帽子の一般知識の習得 

・パターンを用いた布帛作品、冬物帽体の２作品を制作 

・専門素材・専門用具を用いての製作実習を通して、素材に適したデザイン・技法、帽子の基礎知識を習得 

・スタイリングの際の帽子の効果、被り方を学ぶ 
  

   

  Ⅰ 講義 帽子の基礎知識  [２コマ] 

    ・帽子の形の用語、種類、素材、木型、用具など専門知識の説明 

    ・スタイリングの際の帽子の効果、被り方等の説明 

 

 

 

  Ⅱ 実物製作 ２作品の説明 

⑴ 布帛作品の製作  講義・演習 [６コマ] 

      ・基礎作図３点 

      ・基礎作図からのパターンの応用、製作方法 

      ・仮縫い方法、芯地の選び方、縫製技術についてデザイン別に説明 

      ・素材別の製作方法 

 

 

⑵ 冬物帽体（フェルト帽体）の製作  講義・演習 [７コマ] 

      ・帽子用のフェルト帽体（ファーフェルト）による実物製作 

      ・木型など専門用具の使用法、型入れによる形づくりを指導 

      ・スチームボイラーを用いて、蒸気によるデザイン別成形方法を指導 

      ・トリミング（装飾）及び仕上げについて指導 

 

 

     各帽子の取り扱い、手入れ方法、保管方法等の説明 

 

 
評価方法・対象・比重 

 S〜C・F評価、 評価基準：作品８０％、授業姿勢２０％ 

 
 
主要教材図書    
 文化ファッション体系 ファッション工芸講座１ 帽子 基礎編                

参考図書 The HAT magazine 等 

その他資料 コスチューム資料室標本 
 
授業の特徴と担当講師の紹介 

企業での帽子ブランドのデザイン・製作を担当し、現在は個人の帽子ブランドを立ち上げ、百貨店やギャラリー、ショッ

プなどで販売展開をしており、帽子製作の企画・デザインから販売までを作品制作を実施し習得させる。 

 

 

記載者氏名 窪田 恵美子 
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科ｺｰﾄﾞ KA3   

科目ｺｰﾄﾞ 609550  

科  名 ファッション高度専門士科 3年 

科目名 アパレル商品企画・演習 

単  位     １単位 

授業期間 後期 
 
担当教員(代表)：鬼澤 瑛菜 共同担当者： 西野岳人 

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

ファッション業界における、企画デザイナー、デザイナーブランドのどちらにも対応出来るよう、ブランド 

設定、ターゲット分析、オリジナルデザインによるサンプル制作を通して、商品としての企画を学ぶ。 

また生産管理や工場への注文など細部に渡り、企業で行われている仕事の内容や方法を理解する。 
  

【授業計画】 

オリエンテーション（２コマ） 

 課題説明 ブランド立ち上げやビジネスについて。コレクションブランドとしての活動内容。 

 市場、トレンド調査分析 デザイン検討 打ち合わせ 

 

１．商品を企画するうえでかかわる人材を絡めてディスカッション 

 工場、パタンナー、商社、図案師、ＰＲ、スタイリスト、バイヤー、テキスタイル産地 

 

２．ブランド企画・商品企画 

３． ターゲット、ペルソナシート、素材確認 縫製方法、付属（ファスナー、ボタン、テープ、紐等） 

アイテム限定デザインアドバイス 

 

４．ブランド店舗企画、展示企画 

 ３Ｌｏｏｋ総合点検 ブランドとして3体全体の統一が出来ているのか点検。 

 商品としての企画に対応しているのかアドバイス 

 

５．実習、制作 

 

６．最終商品 プレゼンテーション 

 各商品解説 各ブランド設定に応じて講評、採点 

 企業デザイナーの仕事内容についてのまとめ。 

就職や将来の希望職種などのアドバイス 

 
【評価方法】  

出席、課題提出状況      10％ 

   プレゼンテーション、課題内容 90％      英字評価 

 
主要教材図書                 

参考図書  

その他資料  
 

記載者氏名 三田 清美 

 

授業の特徴と担当教員紹介     
本学院卒業 コレクションブランド５ｋｎｏｔデザイナー。企業ブランドなども経験。  
アパレル企業における商品企画・デザイナーとしての経験をもとに、ファッション業界における企画デザイナー、 
デザイナーブランドのどちらにも対応できる商品企画、生産工場への発注など、企業で行われている仕事の内容や方法を 
実践的に学ぶ 
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科  名　
科目名　

単　　
位

　　　　単位

授業期
間

担当教員(代表)： 共同担当者：　

【授業概要、到達目標・レベル設定】

【授業計画】

【評価方法】　

授業の特徴と担当教員紹介　

主要教材図書

参考図書　

その他資料　

２０２３年度　カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部

記載者氏名　

科目ｺｰﾄﾞ
科ｺｰﾄﾞKA3 １

半期

ファッション高度専門士科３年

水野雅己

水野雅己

ファッションデザイン画ⅢA

５ . マイコレクション（夏期課題含む）
　興味のある分野を独自の世界観にデザイン展開しポートフォリオにまとめる能力を磨く

1. オリエンテーション
年間授業内容の説明、学習意欲を持たせる

前期１～６
（13 コマ） 1コマ

２コマ

４コマ

デザイン画に求められる技術・知識の要素をカリキュラムに配分し課題ごとに構成。
学生が自らのアイディアを具体的に表現できる実力を育成する。

提出課題作品、学年末試験、出席状況、授業態度

Fashion Drawing Basic 

ファッションイラストレーターとしての企業での経験やフリーランスのファッションイラストレーターとして仕事をした経験を
もとに、、ファッションデザイン画の授業を講義と実習により指導する。

次年度　　　　のデザインワークに対しサポートできる課題を設定。学生の能力を引き出すために、学生に寄り添う指導を目指して
理解しやすいデモンストレーションと提出物の丁寧な添削を行う。

３. デザインの原則
黄金分割からのファッションデザイン

４. シンメトリー・アシンメトリー
デザイン論を基に形の左右対称、非対称を理解しファッションデザインに展開する。

2コマ2. コンテスト画
YKK ファスニングアワード・ナゴヤファッションコンテストに応募するデザイン画対応

６ . コンテスト画
　Next Fashion Designer of Tokyo

2コマ

２コマ











 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  KA3 

科目ｺｰﾄﾞ 504330 

科  名 ファッション高度専門士科 3年 

科目名 コンピューターグラフィックⅢ 

単  位    1単位 

授業期間 （前期） 
 
担当教員(代表)：高橋 翼 共同担当者：  

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

Adobe Illustratorを使用した精密な製品図の作成、企画段階での資料構成を学ぶことにより、デザイン表現、プレゼンの表

現力の向上を目的とする。その他にデザインノートの作成や図案などの柄表現においても高いスキルの習得を目指す。 

  
【授業計画】 

 

●使用ソフト 

・Adobe Illustrator / Photoshop  

 

●指導内容 

・ベースイラスト作成（顔・体） ： ポートフォリオ、企画書など利用できるベースイラストを作成する。 

・既製品服の再現（模倣） ： 各自、好きなブランドの服を選びトレース、素材やステッチなど高い再現性を目指す。 

・テーマ別企画提案書： これまでに制作した服を選び製品図に起こす 

・プレゼン : これまでの作成物を発表・提出を行う 

 

●提出課題 

 ・ベースイラスト 

 ・既製品服の再現 

 ・テーマ別企画提案書 

 
【評価方法】  

評価基準：出席評価を前提とし、課題提出内容を加味し、総合的に評価 

         
 
主要教材図書              

参考図書     

その他資料    
 
授業の特徴と担当教員紹介  
製品図などの表現方法を学ぶと共に現場で通用する企画書、指示書、依頼書など一連の流れを身に付けられる。 
髙橋 翼 
デザイン事務所、デザイン専門学校学科長、アウトドアスポーツメーカーデザイナーを経て現在に至る。ファッションやプロ
ダクト、サスティナブル分野を中心にデザイン活動、教育、ワークショップなど幅広く活動。     
 
記載者氏名  髙橋 翼 
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たまっだ 
    

科ｺｰﾄﾞ KA4   

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッション高度専門士科４年  

科目名 アパレル染色演習Ⅲ  

単  位  ２ 単位 

授業期間 （通

年   ） 
 

担当教員(代表)：眞田玲子 共同担当者： 玉田愛海 
 

概要（教育目標・レベル設定など 200字程度）（職業実践専門課程認定要件に基づきＨＰ上で公開します） 

アパレルデザインを行う上 重要である素材の染色加工に関する専門知識を養う。 

理論・技法・工程など実技を通し習得する。 時代に沿った 各種表現方法を分析し構成する。   
  

【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

コマ 内 容 
コマ 内 容 

1 ガイダンス 授業内容 課題説明 16 サンプル制作や アパレル用素材の準備  

2 テキスタイル商品 参考作品の紹介  17 卒業制作コンテスト等の素材作り         

3 シルクスクリーン（製版） 18         〃      

4      〃       19  習得した技法を駆使、目的に沿った生地を制作         

5 シルクスクリーン印捺にて箔・フロック・発泡加工 20         〃  

6      〃       21  作業工程を見直し 必要量の生地を制作する           

7 布地の造形要素の理解オパール加工実験 セルロース編 22         〃  

8     〃 23         〃  

9 布地の造形要素の理解オパール加工実験 アルミ溶解 24         〃  

10      〃 25 染色加工工程 製品図などファイリング・ 

11 織編み以外の面、生地の構成を考察 フリーレース 26 作品発表 

12         〃 27  

13 藍抜染加工 手描き スクリーンプリント  28   

14         〃 29  

15 オリジナルテキスタイル 企画制作 デザインワーク 30              

 
評価方法・・ 

①試験０％ ②課題提出70％③授業姿勢10％④出欠席20％⑤その他０％による総合評価 
 
主要教材図書                   

参考図書  

その他資料 各種技法の作業工程 レシピ配布  

2023年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

記載者氏名  眞田玲子  

授業の特徴と担当教員紹介      

 眞田玲子  企業におけるテキスタイルデザイナーの経験をもとに繊維素材の実用性、アパレルデザインにおける必要な図案や素材と

の調和など染色加工の企画制作を指導。 



 
  ２０ ２０   

科ｺｰﾄﾞ   

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッション高度専門士科①4-1,2,②3,4組 

科目名 生産管理各論・製品企画（選択）  

単  位     １      単位 

授業期間 前期 
 

担当教員(代表)： 副島 恵 共同担当者：  
 

 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

授業概要＞製品（商品）企画・生産に必要な知識やルールを学習し、書式で理解し、サンプル作成を実践する。 

到達目標＞グループ内でよくコミュニケーションし企画をまとめる事。実際に中国工場にサンプル依頼する事。 

レベル設定＞販売可能なレベルの指示ができ、製品(商品)サンプルが指示通り上がってくること。 
 

【授業計画】テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

テーマ 方法 コマ数 内容 日程① 日程② 

① オリエンテーション（PLAN） 講義・実務 1 前期の全体像の説明と MD PLANについて  4/11 4/13 

② ブランディング（MD論） 講義・実務 1 解説後実際にグループに分かれて実務 4/18 4/20 

③ SALES会議（価格と数量） 講義・実務 1 解説後実際に分析し、座標に落とし込む   4/25   4/27 

④ DEIGN会議(デザインとは？) 講義・実務 1 解説後実務・名刺デザイン・MAP・絵型 5/2 5/11 

⑤ 生産会議 （生産管理論 4大要素) 講義・実務 1 講義後・洗濯ラベル・パターン   5/9 5/17 

⑥ 素材論・トワルチェックについて 講義・実務 1 解説後・作成するアイテム素材を選定   5/16 5/18 

⑦ 素材メーカー訪問 企業訪問 1  実際に生地メーカー訪問・商談形式   5/23 5/26 

⑧ 仕様書・付属表 講義・実務 1 1ｓｔサンプル用仕様書作成   5/30 6/1 

⑨ サンプル依頼準備・サンプル依頼 講義・実務  1 トワルチェック・仕様書完成   6/6 6/8 

⑩ カケン訪問 企業訪問 １ 公的検査機関訪問・試験場見学 6/13 6/15 

⑪ 工場との確認事項・品質について 講義・実務  1 メールでのやり取り・検査機関訪問   6/27 7/29 

⑫ 1st サンプル CHECK 講義・実務 1 実サンプルの CHECK・最終の COST   7/4 7/6 

⑬ 販売注意事項・販路について 講義・実務  1 撮影・販売方法・シミュレーション 7/11 7/13 

⑭ BULK PRODUCTIONに向けて 講義・実務  1 BULK仕様書を完成   9/12 9/14 

⑮ 商品プレゼンテーション 講義・発表 １ 各グループ作成商品のプレゼン   9/19 9/21 

  

   

【評価方法】学業評価・商品完成度 50％（製品の企画から製造工程と生産管理に必要な事項が理解できたかどうか、サンプル完成度） 

授業姿勢・グルー貢献 50％（チーム内でコミュニケーションして、自分の担当箇所が予定通りできたかどうか） 

主要教材図書 ；オリジナルテキスト                  

参考図書；随時必要文献、必要 UP DATE 情報 

その他資料；特許庁ＨＰ 、校外授業予定；生地メーカー（フジサキテキスタイル ）、検査機関（原宿カケン） 

授業の特徴と担当教員紹介；PLAN＋DO+ SEE+ GO （企画から実構築＋確認＋再構築＋進行）      
アパレル企業における企画生産 MD業務、企画・パタンナー、海外での生産業務などの経験をもとに実践授業を実施する 

記載者氏名 ；副島 恵 （13/APR/ 2023 update） 

２０２３度 カリキュラム科目概要 
文化服装学院教務部 
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